
連載

米国の公的フィルム・アーカイブ（2）

　　　議会図書館・映画放送録音物部
岡島尚志
m∫α∫功0姥∫物α

　今回は、前回の国立公文書館（NARA）特殊

メディア保存サービス部に続いて、ワシントン

DCにある全米最大の映画映像保存機関、議

会図書館・映画放送録音物部を取り上げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（HO）

★ My　sincere　gratitude　goes　to　Mr．　Patrick

Loughney，　ML　Mike　Mashon　and　Mr　Zoran

Sinobad　of　the　Motion　Picture，　Broadcasting，

and　Recorded　Sound　Division　of　the　Library　of

Congress，　all　who　kindly　showed　me　their

preservation　facilities　and　provided　me　with

infonnation　about　the　archives．（H．0．）

（承前）

名称と組織

　米・議会図If館の中で、文字通り映画と放

送（素材）と鈎音物を収集し保管しているの

が、映lllll放送録音物部（Motion　Picture，

Broadcasting　and　Recorded　Sound　Divi－

sion）で、略してMBRSと称している。その

MBRSは、キャビトル・ヒルから対角線ヒに南

東へ横切って、ファースト・ストリートとインディ

ペンデンス・アベニューが交わる所に建っ比

較的新しいマディソン・ビルの中にある（映像

部門は3階）。大通りを1隔てて向かいは図書を

収蔵するジェファーソン・ビルで、この：つの

巨大な建物が、いわゆる議会図書館と呼ばれ

るものである。ただし、MBRSという組織のフィ

ルム保存・修復部門は、独立してオハイオ州

デイトンに置かれている。

増え続ける巨大なコレクション

　MBRSは、全米で最大の映像音響記録媒

体の集積所であり、文化遺産としてのそれらを

もっとも網羅的に収集するアーカイブであるが、

その所蔵1；は表1に示すとおり、やはり驚くべき

ものである。

　映画フィルムの増加量は、過去5年平均で

年間5，000タイトルlili3と見積もられているが、も

ちろん、教育映画等48，000本が　挙に寄贈さ

れた2001年度のように、例外ll勺な増加試を示

す年もある。

　テレビ等ビデオ映像については、表1とは別

の数え方もある一1インチ・ビデオが8万本、2

インチ・ビデオが3万本、Uマチック・ビデオ（4

分0）3インチ）が20万本所蔵されており、これら
　　　　　　　ン　エ　ル　ヒ　ン　ぐ
は保管されている棚の総延長で表すと5マイル

（8kln）にも及ぶという。注記しておきたいのは、

会って話を聞いた複数の相手によって数字の

食い違いが出ることもあった点である（ただし、

これは他のフィルム・アーカイブでも頻繁に起き

る、われわれ自身の分野の基本的な問題でも

あるが）4。

　世界最大量を誇る音盤コレクションには、あ

りとあらゆるオーディオ・ディスクが含まれてお

り、映画関係でいえば、映両音楽のいわゆる

“サントラ盤”は言うに及ぼず、稀少な無声映

lllli卜映川音楽レコードなどもある。こうしたW奏

音盤の中には、「針が内側から外側へ移動、

30～40程のチェック・ボックス付き5、直径16イ

ンチ」といった珍品さえある。

　こうした巨大コレクションを収集し、保存し、

日録・文1±1化し、アクセス可能な資料にして保

管するのに、現在何人の職員が働いているの

かといえば、表2の通りである。

　表2の職員数総1汁は83人ほどになるが、

MBRS全体ではおよそ100人の職員が雇用さ

れているという。この人数は、n本のフィルムセ

ンターなどに比べればはるかに多いし、アメリ

カには他に巨人なフィルム・アーカイブが数多く

あるので国全体ではかなりのアーキビストの数

になるのは当然だが、llt界のフィルム・アーカ

イブの常識からすれば、そのコレクション量の

膨人さを考えた場合、むしろ少ないといわざる

をえないだろう。なお、議会図書館全体の職

員数は約4，100人とのことで、本と視聴覚メディ

アとのバランスを再考すべきだとの意見もある。

表1

メディア種別 量

映画フイルム

［内、ナイトレート・フィルム］

60万1

［1億2千5百万フィート］

テレビ番組 75万2

ラジオ番組 50万

録音物 200万

＊1：記の数字はいずれも概数

表2

部　門

映像部門

（マディソン・ビル本部）

（デイトン保存センター）

録音物部門

職員数

34人

21人（コロンビアとディズニー

からの給与で働く3名を含む）

28人

アーカイビングの諸相

あまりに多く、また増え続けるコレクションゆえ

に、フィルム・巻ごとのケアに割き得る仕弓辻

に限りがあるのは当然のことで、保管環境は最

良とは言いがたい（映画フィルムはポリプロピレ

ン等のプラスチック容器に収納されているが、

一 部の容器から白い粉を表面にふいてしまっ

ているなど、そこで直接」1にしてしまった問題

点さえある）。こうした問題を総合的に解決する

ためには、後述の新保存センター建1没が急務

である。

　ウタロば　　グ

　目録作成については当然コンピュータが使

われているが、それでも作業のかなりの部分に

ついて基礎となっているのは、依然として旧来

のカード・インデックスであるというのが興味深

い（カードが登録・索引情報θ）中心だったの

は、1984年頃まで）。現在、使用している目録

川コンピュータ・アプリケーションとしては、イン

ターネット1：で公開しているオンライン・カタロ

グ川ソフトVbyagerと、詳細カタロギングのため

の内部用ソフトMAVISとがある。後者は、オー

ストラリアが開発した視聴覚資料専用のカタロ

ギング・ソフトでノルウェー、ドイツのアーカイ

ブ、米アカデミー・フィルム・アーカイブ等欧米

アルファベット圏で使用実績を増やしており、

更新・訂正などの点でも使い勝壬の評価が高

くなっている。なお、MBRSでは、所蔵品にっ

いて国別の分類を主とせず、製作会社別を優

先しているという。

　今のところ、公開事業としてのデジタル関係

プロジェクトで最大のものは、インターネット・ベ

ー
スの「アメリカン・メモリー」プロジェクトで、

MBRS関連に限定しても、パブリック・ドメイン
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となった初期映画を含む所蔵1映像データベー

スの作成と大量の短篇フッテージのウェブ公開

が行なわれている。

　デジタル技術のアーカイビング諸分野への

導人については、ヒ記のH録化のような1｜常

的業務以外には、まだ、「基本的にはこれか

ら」（M・マション）という状況である。例えば、

デジタル修復に関しては、（昨年11月現在）

Davinciを購人してデイトンで2Kデータの修復

実験を行なった程度だという。これは一・人

MBRSのみならず、多くの（最的にも質的にも）

巨大なフィルム・アーカイブではむしろ珍しいこ

とではない。モノとして日々集まってくる映像音

響資料と、これまで集積されてきた膨大なコレ

クションの登録・管理・目録化・文書化などで

手一杯なのが目前の現実だからである。

総合的な映像音響アーカイブの問題点

　議会図書館の映画・放送（素材）・録音物

保存は、他の国々とは異なる著作権登録制度

と、特に映画に関しては、15年近い年月を数

えるにいたったナショナル・フィルム・レジストリ

ーと呼ばれる映画の“国宝”指定制度に支えら

れ、また、合衆国からFIAFに加盟する他の優

れたフィルム・アーカイブ、大小さまざまなユニ

ー クなアーカイブ等にも補完されながら、全体

としては良好に機能しているが、他方で、増え

続けるコレクションとのll常的な“闘い”は言う

に及ぼず、様々な問題と達成すべき目標を抱

えているのも否定できない事実である。他国の

　　　　　　　　　　リハトリエ　ト
映画遺産6をどう扱いどう返還すべきか、「1夜

高まるより速くより多くより詳細なオンライン・ア

クセス・サービスへの期待にどう応えていくか、

メディアの種類が心速に増加し、しかも同じよ

うな速さで陳腐化し、それに伴ってマイグレー

ションの不確定性が高まっている状況にどう対

処するかなど、世界中でアーキビストを悩ませ

ている諸問題が、収集され畜積されたコレクシ

ョンの量の分だけ、その深刻さを増幅されてい

るといった印象を受けるのは筆者だけではある

まい。

　問題は映像メディアだけではない，，映像部

門のキュレイター、マイク・マションが「映画フィ

ルムの保存より困難だ」と強調していたテープ

素材の扱いなどはその・例であろう。音楽はも

ちろん広く講演・会話等にまで及ぶ多種多様

な録汗テープが粘性を帯びテープ同一1：がくっ

付き合って剥がれなくなってしまったり、再生不

能となったりした場合一“スティッキー・テー

プ・シンドローム”と呼ぶ　　MBRSの録音物

部門では、そうした劣化テープをゆっくりと（通
　　　　　　　　　　イ　ぐ　ウ　の　コ　ひ
常は数時間）低温で焼いてべとつきをなくして
　　　リコヒ　
から、再録音するという作業を行なっている。

元は音楽業界にいたという担当職員の説明に

よれば、「どの程度の時間焼くべきか決まりはな

いが、理想的には1週間、あるいは1ヵ月、なに

しろゆっくりの方が良い」とのことであった。この

修復方法は、モノとしてのオリジナル素材を犠

牲にしてコンテンツを救うというもので、（映像・

音響θ）みならずあらゆる）文化財の保存原則と

しては、異論・批判の起きやすいものである。

コンテント（映画なら映像の内容＝コンテンツ）

とキャリア（映画ならモノとしてのフィルム）が相

即不離であることを保持しないという意味で問

題はあるが、前者を救うためには後者を破壊し

なければならないこともある一こうした複製メ

ディアをめぐるコンテント／キャリア原則の問題

は、今後、フィルム保存に関してもさらに議論を

深める必要があるだろう。

　それにしても、かかる｜1芋渋の選択にさえど

こか説得力を感じてしまうのは、同じ彼らが、

例えば「大列車強盗」（1903年、エドウィン・S・

ポーター監督）のペーパー・プリント版、その再

撮影フィルム版、ナイトレート・ポジからのセイフ

ティ・コピー版のみならず、デイトンの倉庫に、

何とオリジナル・キャメラ・ネガを保管してい

る（！）ことを教えてくれる瞬間などがあるからだ

ろうか。アメリカのフィルム・アーカイビング

は、確かに問題も多いが、その実、まことに奥

が深い。

新しい保存センター計画

　ll夜増加の一途をたどる映像・音響コレク

ションの適IEな保管を目指して、現在、

MBRSでは新しい保存センターの建設計画

が進行中である。名称は、国立視聴覚［資

料］保存センター（National　Audio－Visual

Conserva60n　Center［NAVCq）で、現在の

マディソン・ビル内の保管施設と、オハイオ州

デイトンの保存・修復センター及びナイトレー
　　　　　　　　　　　　ウ　　え　　　　ル　　ト
ト・フィルム保管機能（130の〔享川保管庫）とを

統合する総合的なアーカイブとなる。ワシントン

DCからll｛で90分程の地ヴァージニア州カル

ペパー（Culpeper）に確保した41エーカーのヒ

地に、1億7千51’1万ドル（約200億円）を投じて

の・大プロジェクトで、資金調達にはデイヴィ

ッド＆ルシール・パッカード・ファウンデーション

及びパッカード・ヒューマニティーズ・インスティ

テユートが大きぐ奇与している7。

　植栽や芝llに覆われた1壬陵を利川して、そ

こに横穴を掘るなどして保管庫にするという計

1川iで、内部の温湿度条1／1：を低コストで定に

保つことができるようにするという発想には、ど

こかNFCの相模原保管庫と似た要素がある

が、設計思想として・番感心するのは、運ば

れてきたフィルムやテープやディスクが入庫

に至るまでの諸作業とそれに伴う一連の行程と

が、きわめて合理的に］：夫されていることで

ある一最初に搬人搬出の（高さなどもよく考

えられた）｝｛．’奇せがあり、続いて防虫、防徽、

　　　　　　　　　デ　ヅコンタミぞ　ン　ヨノロル　ム
防塵、殺菌等のための浄　　化　　室を通り、

ソーティング／バーコーディングが行なわれ、
アクリマティゼ　ショノリレ　ム

温湿度馴化室を経て、メディア別専川保存

庫へという流れが、資料を安全かつ滞りなく入

庫させる。人の働く作業エリアとナイトレート倉

庫との間は、厚い防護防火壁で隔てるなどの

一「：夫も行き届いているが、こうした優れたプラ

ンの裏にあるのは、長年にわたるアーキビスト

達の豊冨な経験や議論とともに、特にナイトレ

ー ト素材が一今後も破棄せず保管し続ける

のみならず一まだまだ米国内で見つかるに

議会図書館ジェファーソン・ビル MBRSのある議会図書館マディソン・ビル
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無声映画伴奏用16インチ・レコード

違いないという彼らの希望と確信である。

　各フィルム保管庫の温湿度設定は、ナイトレ

ー ト・フィルム月」が39F（3．88℃）、35％RH、カ

ラー及び白黒プリブリント・エレメント川が25．F

（－3．88℃）、25％RHとなるr定である，他にテ

レビ・ビデオ川、音響資料川の㌧I」り｝1保管庫に

分かれ、修復部門を擁する全：層構造のli

大な建物となる。

　2005年に建物を完成、2006年にデイトンの

保存センター、ワシントンDC本部も引越、

2007年には最終的なコレクションの人庫と職員

の移転完rを予定している。；1｛的には、少なく

とも2007年の開所後20fl：間は収蔵可能なス

ヘースを試算・確保しており、開所の11尭には、

現在のマディソン・ビル内のMBRSは、訓査・

学習・研究といったレファレンス機能に特化し

た場所になるという。

コンテンツ時代のキャリア重視

　「デジタル技術によって、映像に関するモノ

やモノの屯さ、触感がなくなる、それが良いこと

　　　　　　　　　　　　　　　　くな
だ」といった思想に（無批判には）与せず、ll央

像遺産のデジタル化をヲ∫で推進しつつも、

フィルムをコンテント／キャリア不離　一体のまま

次ll1：代に遺す（11∫能な1興）延命させる）という原

則を貫くのが、正統なフィルム・アーキビストの

、力易であるさらに、デジタル時代にこそメディ

ア文化財／視聴覚文化財を元の形で恒久保

管するための保存施設が作られるべきだとの

考え方は、少なくともアーキビストたちの中では

支配的、あるいは、むしろ理の’11然とされてお

議会図書館映画放送録音物部のガイド・フ〃（2001年干ID

日々、全米から送られてくる放送用ビデオ・テーフ

り、実1際、そうした新時代の本格的な到来を迎

えて、フィルムやテーフ、ディスクといったモノと

しての映像素材を保管する倉1・liの建設や計

画の発表が、スペイン、韓国をはじめとして、

lll：界中で川次いでいる，　llf∫述したMBRSの新

保存センターは規模の点でも、設備の点でも、

また、尽くされた議諭の最と質の点でも、まさに

決定的なものとなるだろう．

　デジタル時代を迎え、映lllliフィルムはもちろ

ん、あらゆる映像音響資料の保存に関わる世

界のアーキビストたちは、今、まさに1岐路に立っ

てさまざまな危機感を共有しはじめたように思

われる，そのことが・番はっきりするのは、

MBRSのような綱羅的で総合rl勺なAVアーカイ

ブの川常を日にした時である。そして、彼らが

守っているメディア文化財であり視聴覚文化

財であるアメリカの映像1丁響遺産は、実のとこ

ろ、このデジタル時代にこそはっきりと、自らが

プラスチック文化財であることを1ヲ振し始めて

いるのではないだろうか．塁

　　　　　　　（フィルムセンター1：任研究官）

［Il．

1　タイトルZ父て』はなく11iH］：1［lrll（力複数同〔［成「1‘1‘、11il　f／…II‘1「］α♪」’1　f巨ブ

　リント（ネガ、ポジ等）、Ililf1品の異種llk・不完全版’：」を含

　む数㍗　短篇も含む物IIII」∫数

2テレビ・ラジオ番組などは、1［央1川に比べてれ複所成、異種

　版の存～liなどが少なく、したがって夕什ル数とアイテム数

　の万が小さいと考えられる

31il．4と同様に、年川の増加1［1についても、他方で、

　‘（MBRS全体で｝1fトに25．0〔X｝～30、000アイテムほど1）‘、！り1ll

　しているのではないか‘、「映像〔映画、テレビ、ビデオ）に

　限定して、1／均て5、OOOアイテムほどの増1川ll：で、その内、

　長111｝劇映lilli（よ200fではないか．という〔それぞれ別の職

　員による）説11月もあった

」衣1の数’｝’：はMBIくS次」乏ハトリック・ロックニーに1㍑貝て（2

　度の磯会に）確認したものではあるか、・方で、1フィルムと

　TVを合わせて75万アイテム．との見粒りがあることも111二実で

　ある（別の職川の説1りD

5チェック・ボックスの放は、；製f1≡者か想定した音溝の摩滅

　による使用限度川数分だけ印刷されており、使川者はIlf

　生〃堵1；度、ボックスにll∫’1．済みのチ．エックを人れるようにな

　っている

6この巨大なアーカイブからは、1970η代以降、多くの1「1爪

　な1同Sl映lllllが返1遺され、フィルムセンターにとってもまたll

　イ＼1映lllli界全体にとっても、その1’i献度はきわめてノくきい

　が、今後もll本およひ日イ関係フッテージについて、協力

　による網r1的な調在を1「なう必要があろうことを、付け加え

　ておきたい
7ん～占；η乃・げC〃〃9／P‘）∬凡ノθ’M〃P～〔1r～’ノ㍗∫，∫加川くY～∫加∬，

　Rρ〔ソノ’「‘］ρ∂　∫‘ノ～1ノ～∂．’　ゾ］ノ～　1～／2’∫「ノw／ρゴ　 〔；～‘～‘1‘）　（、y「：lsl］i［ユgt（）ll
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東京国立近代美術食flフィルムセンターは、国際フィ

ルム・アーカイブ連盟（FIAF）のIE会員です。

FIAFは文化遺産として、また、歴史資料としての映

画フィルムを、破壊・散逸から救済し保存しようとす

る世界の諸機関を結びつけている国際団体です。

Natiollal　Film　Cen【er（NFC）ofThe　Nalional　Mし1－

seuln　ofModem　A駄、　Tokvo　is　a　full　mcmber　of　lhe

In【crnational　FederaUon　of　Film　Archives（FIAF）．

The　Federati〔nl　bl’ings【oge【hcr　hlstkしuiOI〕s　dedi－

catcd　to　the　rcscue　alld　preservaUon　of　films，　bo［h

aS　CIClnCntS　Of　CUItし1ral　heritage　and　aS　hiS〔OriCal

documen（s、
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